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と非投薬群とで比較検討した．

一方，ASPic"〃ｉＳＺｅ〃”Zeγαは，マウスに対する前

検便を行なうことなく，前項同様12群に分け，それぞれ

の群にはpyrantelpamoateおよびpyrviniumpamo‐

ateをｂａｓｅとして各50ｍｇ/k9,25ｍｇ/k9,12.5ｍｇ/k９，

６ｍｇ/kｇ投与群と，それぞれの投与量に対する対照群

とした．したがって，各投薬群の投薬前の感染率ならび

に感染量は対照群の剖検時の感染状況によった．

投薬後は‘ＳｌｙＰｈａｃｉａｏ６Ｍａｒａの実験の場合と同;様に

飼育し，効果判定もそれと同様に行なった．

これまでの実験（影井・木畑，1971）で，pyrantel

pamoateが，イヌ回虫ならびにイヌ鉤虫に対してきわ

めて高度の駆虫効果を示すことが認められたので，さら

に本剤の広範囲駆虫剤としての適用性の検討のために，

本報ではネズみの嶢虫２種類（ＳｙＰｈａＣｉａｏ６ＭａＺα

(Rud.，1802）およびASPicmZMste〃叩Ze7α(Nitzsch，

1821)について検討を加えた．

実験材料ならびに実験方法

実験には市販のＩＣＲ系マウス（体重20ｇ前後）を雌

雄は限定せず使用した．

１s【yPhaciao6Uemzαに対する投薬前の肛門周囲の検査

は，その産卵習性より考えて(ＳａｓａｅＺα/､，1961)，ほぼ

午後２～３時にセロファンテープ法(安達・高垣，1965）

で行なった．投薬はＳｙｐ/ｉａｃｉａｏ６ＵｅｍＺａの虫卵陽性マ

ウスのみに対して行なった■

ｇｙｐｈａｃ/αｏ６Ｕｅ〃Zα虫卵陽性マウスは，１群10～14匹

ずつ12群に分け，それぞれの群はpyrviniumpamoate

およびpyrantelpamoateをｂａｓｅとして各50ｍｇ/k9,

25ｍｇ/k９，１２．５ｍｇ/k９，６ｍｇ/kｇ投与群と，それぞれ

の投与量に対する対照群とした．

マウスへの投薬は両剤のシロップを直接胃内に注入す

る方法で行なった．

投薬後は各群をそれぞれの滅菌ケージで飼育し，ケー

ジは24時間毎に新しい滅菌ケージととり代え（午後４～

５時)，再感染を防いだ．

効果の判定は，投薬４日後に剖検し，腸内残存虫体の

全てを採集し，数を記録し，投与群と非投与群との比較

を行なった.剖検時の残存虫体は全て投影顕微鏡(オリン

パス社製，ＵＰ３５０）下に体長，体幅を計測し，投薬群

成績

ＬＳｙＰｈａＣｉａｏ６ＭａＺαに対する効果

SbWiaciao6uemrαに対するpyrantelpamoateの効

果は，表１に示すように排虫率の上では高い効果を示

し，低用量６ｍｇ/kｇ投与群で65.7％，高用量投与群(５０

ｍｇ/kｇ投与群）で71.4％と両者問に有意の差はみられ

なかった．

一方，pyrviniumpamoateでは２５ｍｇ/kｇおよび６

ｍｇ/kｇ投与群の排虫率はそれぞれ99.6％および99.4％

であった．

残存虫体の形態学的観察の結果は，表２に示すように

非投与群においては検出虫体の16.0％～30.0％は子宮内

に多量の卵子を含んだ成熟雌虫であったが，pyrantel

pamoate投与群では１２．５ｍｇ/kｇ投与群において回収さ

れた虫体のごく一部（0.8％）に子宮内卵子を保有した

成熟雌虫が認められたが，その他の群では子宮内卵子を

保有した成熟雌虫は全く見出されなかった．pyrvinium

pamoate投与群では残存虫体の認められた６ｍｇ/kｇ投

与群において，その残存虫体10隻のうち５隻（50.0％）

（７２）
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TablelComparisonofanthelminticeHectsofpyrantelpamoateand

pyrviniumpamoateagainstSyPAaciaｏ６ＭａＺａ

Ｎｏ．ｏｆwormsfoundinintestine

atautopsy（average）
Percentof

wornls

renloved＊

Ｎｏ．ｏｆ

ｍｉｃｅDrugs Dosage

Male Female Total

PyrantelpaInoate

Pyrviniumpamoate
Nontreatment

50ｍｇ/kｇ
〃

４６．４

０

１６２．５

７１．４

１００．０

０

０
２
０

１
１
１

1５．５

０

４０．３

３０．９

０

１２２．２

25ｍｇ/kｇ
〃

Pymntelpamoate

Pyrviniumpamoate
Nontreatment

４１．８

０．５３

１３５．５

6９．２

９９．６

０

０
３
４

１
１
１

1２．６

０．１５

２５．３

２９．２

０．３８

１１０．２

PyrantelpaInoate

Pyrviniumpamoate
Nontreatment

12.5ｍｇ/kｇ
〃

３６．６

１００．０

０

5３．１

０

８３．７

０
０
０

１
１
１

1４．６

０

１３．８

3８．５

０

６９．９

6５．７

９９．４

０

Pyrantelpamoate

Pyrviniumpamoate

Nontreatment

6ｍｇ/kｇ
〃

４９．５

０．８５

１４４．４

1０．６

０．１４

２６．０

３８．９

０．７１

１１８．４
３
４
４

１
１
１

(Ｎｏ．ofwormsfromuntreatedmouse)－(Ｎｏ．ofwormsfromtreatedmouse）
×１００＊．

（Ｎｏ．ofwormsfromuntreatedmouse）

Table2MeasurementsofSyPhac/αo6UcmZaremovedatautopsy

Bodylength(ｍ、）Bodywidth(ｍ、）Ｎｏ．ｏｆ

ｖｖｏｒｌｎｓ

Ｉｎｅａｓｕｒｅｄ

Percentof

femalecon-

tainingeggs
Dosage Drugs＊ Ｓｅｘ

Average（Max.）Average（Max.）

0.11(0.18）

0.12(0.22）

５０ｍｇ/kｇ （Ａ）

（Ｂ）

untreated

1.04(2.08）

1.46(3.72）

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

５
９
０
０
３
２

５
０

０
２

１
３

４
２

９

１

０

０

１６．０

0.12(0.18）

0.17(0.34）

1.25(1.64）

2.66(5.82）

0.12(0.18）

0.14(0.26）

0.08(0.10）

0.13(0.19）

0.11(0.16）

0.15(0.30）

２５ｍｇ/kｇ （Ａ）

（Ｂ）

untreated

1.15(1.64）

2.09(4.58）

1.04(1.30）

2.09(3.52）

1.14(1.64）

2.84(5.42）

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

１２５

２９２

２

５

３５４

１，５４３

０

０

３０．０

(0.16）

(0.23）

12.5ｍｇ/kｇ （Ａ）

（Ｂ）

untreated

1.07(1.54）

2.02(4.44）

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍｏｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

０．１１

０．１３

６
５
０
０
４
９

４
９

２
２

１
３

１
６

０．８

０

２６．７

1.10(1.70）

2.69(5.12）

0.11(0.16）

0.16(0.30）

0.10(0.18）

0.11(0.21）

0.14(0.15）

0.21(0.26）

0.12(0.18）

0.14(0.30）

６ｍｇ/kｇ （Ａ）

（Ｂ）

untreated

1.03(1.46）

1.58(3.56）

1.44(1.52）

4.19(4.80）

1.27(1.88）

2.63(5.14）

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

１３８

５０６

２

１０

３６４

１，６５８

０

５０．０

１７．３

＊：Ａ＝Pyrantelpamoate；Ｂ＝Pyrviniumpamaote

（７３）
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図１であるが，投与群ではいずれも体長の大いきもの

程，非投与群のそれに比べて少ないことが明らかに示さ

れている．すなわち，本剤は成虫に対してきわめて高い

効果を有するといえよう．

２．ASPic"んγisZeZγ”Zeγαに対する効果

ASPicwルァｉｓｒｅ〃αがＧ７αに対するpyrantelpamoate

の駆虫効果を排虫率の上から見ると，各投与群において

あまり大きな差異はないが，pyrviniumpamoate投与

群では低用量投与群で残存虫体がやや増加する傾向がみ

られた(表３）．

形態学的な面からは，表４のように非投与群の雌の

48.8％～71.1％は，子宮内に卵子を保有した成熟雌虫で

あったが，両薬剤の５０ｍｇ/kｇ投与群では全く成熟雌虫

は認められず，２５ｍｇ/kｇではpyrantelpamoate投与

群7.5％，pyrviniumpamoate投与群40.0％，１２．５

ｍｇ/kｇではpyrantelpamoate投与群9.1％，pyrvi-

niumpamoate投与群8.9％に認められた．しかし６

ｍｇ/kｇではpyrantelpamoate投与群には成熟雌虫は

みられなかったが，pyrviniumpamoate投与群では，

検出虫体の58.6％，ほぼ非投与群に一致した成熟雌虫が

認められた．

一方，検出虫体の平均虫体長はpyrviniumpamoate

６ｍｇ/kｇ投与群では非投与群の平均虫体長と殆んど差

がなく，その他の投与群では非投与群に比して一般に虫

体長が短かかった(表４）．

各発育段階別には図２に示すように，pyrantelpamo‐

ate投与群ではSyPAaciao6UemZa同様，小形の虫体

が残存している傾向があり〆成虫の残存｡虫体数はどの投

与量群でも少なかった．しかし，pyrviniumpamoate

投与群にはそのような傾向はみられなかった．

リ

宛
の
。
。
こ
の
円
豈
甸
煙
當
助

」

￣ ￣ ￣ ￣ ￣

【、｡ ［ｐ ← ｃ九 ・１

￣ ￣ ￣ ￣ Ｃ

ＢｏｄｙＬｅｎｇｔｈ

Ｆｉｇ、１Ａ､thelminticeHectsofpyrantelpamo‐

ateagainstgy'ｈａｃｉａｏ６Ｚ１ｅ化Zα、

が子宮内卵子を保有した成熟雌虫であった．

以上のように，pyrantelpamoateの各投与群におい

ては成熟虫体が消失する傾向がみられたので，それらの

残存虫体の体長および体幅を投与群と非投与群に分けて

比較検討した.その結果,投与量にかかわらず,投与群虫

体は非投与群虫体より平均体長および平均体幅の上で小

さいことが認められた．一方，pyrviniumpamoate投

与群では,残存虫体のみられた25ｍｇ/kｇおよび６ｍｇ/kｇ

両投与群のうち，２５ｍｇ/kｇ投与群では非投与群より小

さかったが，６ｍｇ/kｇ投与群では逆に投与群のそれが

大きかった．

さらに薬剤の効果を詳細に検討するために，残存虫体

の体長別の排虫状況，すなわち，各体長別にみた非投与

群の虫体数に対する投与群の虫体数の割合をみたものが

考察

Pyrantelpamoateは,人体における使用でもみるべき

副作用が殆んどなく(横川ら，1970b)，さらには，前報

ならびに現在迄の幾つかの報告からして，回虫，鉤虫，

しかも鉤虫はヅピニ鉤虫ならびにアメリカ鉤虫に同時に

著効を示すと言う点では（横川ら，1970a)，今までにな

い駆虫薬と考えるべきであり，さらに本剤が嶢虫に対し

ても効果を示すものであれば，広範囲駆虫剤としての使

命はさらに高揚されるであろう．

本剤の動物の嶢虫に対する駆虫効果の検討は，Howes

andLynch(1967)および若井ら(1970)によって報告され

ている．HowesandLynch(1967)は，pyranteltartrate

（７４）
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Table3Comparisonofanthelminticeffectsofpyrantelpamoateand

pyrviniumpamoateagainstAqPic"此ｒｉｓｒｅｔ７”teｒａ

Ｎｏ．ｏｆwormsfoundinintestine

atautopsy(Average）
Percent（96）
ｏｆｗｏｒｍｓ

ｒｅｍｏｖｅｄ＊

Ｎｏ．ｏｆ

ｍｉｃｅDrugs Dosage

Male Female Total

PyrantelpaInoate

Pyrviniumpamoate

Nontreatment

５０ｍｇ/kｇ
〃

２．５

０

３４．１

０
２
０

１
１
１

２．５

０

４４．１

５．０

０

７８．２

９３．６

１００．０

０

２５ｍｇ/kｇ
〃

PWantelpamoate

Pyrviniumpamoate
Nontreatment

1５

１３

１４

３．１

０

１９．８

３．５

０．３８

２７．９

６．６

０．３８

４６．６

8５．８

９９．２

０

12.5ｍｇ/kｇ
〃

Pyrantelpamoate

Pyrviniumpamoate
Nontreatment

０
０
０

１
１
１

１．９

１．０

１９．３

４．６

４．７

１７．７

６．５

５．７

３７．０

8２．４

８４．６

０

６ｍｇ/kｇ
〃

Pyrantelpamoate

Pyrviniumpamoate

Nontreatment
４
４
４

１
１
１

１．１

３．３

２０．５

４．５

７．１

２３．９

8７．４

７６．６

０

５．６

１０．４

４４．４

(Ｎｏ．ofwormsfromuntreatedmouse)－(Ｎｏ．ofwormsfromtreatedmouse)×,００
（Ｎｏ．ofwormsfromuhtreatedmouse）

Table4MeasurementsofA”/αz〃γ/ｓＺｅＺＬｍＰｔｅ７ａｒｅｍｏｖｅｄａｔｔｈｅａｕｔopsy

升：

Ｎｏ．of

worlns

Ineasured

Percentof

female

containingeggs

Bodylength(ｍ、）Bodywidth(ｍ、）
Dosage Drugs＊ Ｓｅｘ

Average（Max.）Average（Max.）

５０ｍｇ/kｇ （Ａ）

（Ｂ）

untreated

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

1.63(2.08）

1.79(3.10）

0.11(0.14）

0.11(0.18）

２５

２５

０

０

３２８

４２５

０

０

６６．１

2.18(3.68）

3.02(4.74）

0.15(0.24）

0.19(0.28）

２５ｍｇ/k９（Ａ）

（Ｂ）

unterated

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

1.78(2.38）

1.88(3.62）

0.10(0.18）

0.23(0.23）

７
３
０
５
７
１

４
５

７
９

２
３

７．５

４０．０

７１．１

2.25(4.40）

2.71(428）

4.52(4.94）

0.13(0.26）

0.14(0.24）

0.19(0.30）

12.5ｍｇ/k９（Ａ）

（Ｂ）

untreated

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

1.55(2.30）

2.00(4.28）

1.77(2.00）

1.46(4.66）

2.41(３．００）

3.00(4.18）

0.09(0.15）

0.11(0.24）

0.08(０．０９）

0.07(0.24）

0.13(0.20）

0.18(0.28）

９
４
０
５
８
５

１
４
１
４
８
７
１
１

９．１

８．９

６３．４

６ｍｇ/kｇ （Ａ）

（Ｂ）

untreated

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

1.12(1.76）

1.17(2.54）

3.02(3.80）

2.61(4.88）

2.75(3.88）

2.71(5.26）

0.07(０．０９）

0.07(0.12）

0.16(0.19）

0.15(0.26）

0.15(0.22）

0.15(0.30）

１５

６１

４５

８８

２８７

３３４

０

５８．６

４８．８

升：Ａ＝pyrantelpamoate；Ｂ＝PyrviniumPamoate

（７５）
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与した時点では０．５ｍｍ以下の幼虫体に相当し(Chan，

1952)，その時期の虫体は口腔が開口する直前もしくは

直後であり，陰門，排泄孔はまだ開いていない時期であ

る（森下ら，1957)．この事実が直接本剤の作用機序に

結びつくものであるかいなかは今回の実験からは結論出

来ないが，いささか関連性がないとは言えないであろ

う．

以上の結果は，成熟虫に対してきわめて著効があるこ

とから，初回投薬後虫体の成長をまって再度投薬する方

法をとることにより，完全駆虫がのぞめると考えられ

た．

一方，AqPic"んγｉｓＺｅＺｒ”Zeγαに対しては，pyrantel

pamoateおよびpyrviniumpamoate共に同じような

排虫率を示し，pyrantelpamoateはＳｂｌｐｈａｃｉａｏ６ｕｅｍＺａ

同様成熟虫に対してきわめて感受性が高かったが，

pywiniumpamoateでは，むしろ低用量では成熟虫体

の残存数が多くなる傾向があり，両薬剤の両種嶢虫に対

する作用機序の差を示すものと考えられた．

Ｍ
％

[)囮

ｊａｍｏ２5０

００１

両
の
Ｃ
Ｃ
ご
①
円
邑
罰
、
一
の
、

5０

要約￣ｔ、、○ｺ←￣、､⑨ＧＰ←
●●●● ●●●●

￣￣￣￣ ■￣～￣

院ＬＬＪｏ上ｃｈＬＬムムｃｈ
●●●●● ●●●●－●

￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣

Bodylength

Fig、２Ａ､thelminticeHectsofpyrantelpamo‐
ateandpyrviniumpamoateagainst
A”/αイルγｉｓｚｅｚ７叩ｚｅ７ａ．

２種のネズミ嶢虫(１日yP/mciao6uemZaおよびＡ妙加―

んγ/ｓｒｅＺγ妙Zeγα)に対するpyrantelpamoateの効果を

検討して次のような結論を得た．

１）ｇｙＰｈａｃｉａｏ６ｕｅｍＺａはpyrantelpamoate50

mg/kg～６ｍｇ/kｇ投与群では，その投与量にかかわら

ず，排虫率は60～70％を示し，pyrviniumpamoateで

は６ｍｇ/kｇでもほぼ完全駆虫がのぞめた．

２）SyPAaciao6uemraはpyrantelpamoateに対し

て成熟虫がきわめて感受性が高く，幼虫，特に投薬時

0.5ｍｍ以下の幼虫体に対しては殆んど効果がないこと

が認められた．

３）Ａ妙ic"んγisZeZmPZeraはpyrantelpamoate

およびpyrviniumpamoate共に同じような排虫率を示

し，pyrantelpamoateに対して成熟虫は感受性が高か

ったがpyrviniumpamoateでは顕著ではなかった．

稿を終えるに当り御指導，御校閲を賜わりました千葉

大学医学部寄生虫学教室横川宗雄教授に深く感謝いたし

ます．

尚，本論文の要旨は，第40回日本寄生虫学会総会にお

いて報告した．

を用いてその２５Ing/kｇから200ｍｇ/kｇの投与量で

Sy'ｈａｃｉａｏ６ぴど〃Zαに対する駆虫効果を検討し，２００

Ing/kｇの大量投与では効果を認めるが，次第に量を減

ずるに従い効果が薄くなり，成虫では５０ｍｇ/kｇで67％

の消失をみるが，未熟虫では５０ｍｇ/kｇ投与でも虫体

の消失がみられないことを報告している．また，若井

ら(1970)は，」SMiaciao6uemZαに対してpyrantel

pamoateの５０ｍｇ/kｇがpyrviniumpamoateの５ｍｇ/kｇ

に匹敵することを見出し，しかも発育期別にみてpyra‐

ntelpamoateもpyrviniumpamoateも共に成熟虫が

最も感受性が高く，未熟虫，幼虫の１１項にその感受｣性が低

下することを報告している．

著者らの今回の実験でもpyrantelpamoateはＳ【yPhα‐

Ｃｉａｏ６Ｍａｒａの幼虫，未熟虫に対しては殆んど効果がな

いことが示され，しかもこれは高用量使用の場合も，低

用量使用の場合も同じような傾向を示していた．すなわ

ち，計測値の上からは主として２．０ｍｍ以下の虫体が残

存しており，このような虫体は，４日以前の駆虫剤を投
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j Abstract j

ANTHELMINTIC EFFECTS OF PYRANTEL PAMOATE AGAINST

SYPHACIA OBVELATA AND ASPICULURIS TETRAPTERA

Noboru KAGEI and Michie KIHATA

(Division of Parasitology, Institute of Public Health, Tokyo)

Pyrantel pamoate was compared with pyrvinium pamoate in regard to anthelmintic effect

on Syphacia obvelata and Aspiculuris tetraptera in mice.

Firstly, 140 mice infected with Syphacia obvelata were divided into twelve groups : in

Group I, II, III and IV the animal was given pyrantel pamoate at a single dose of 50, 25, 12.5 and

6 mg per kg of body weight, respectively ; in Group V, VI, VII and VIII the animal was given

pyrvinium pamoate at 50, 25, 12.5 and 6 mg per kg, respectively; Group IX, X, XI and XII

served as non-treatment control.

The cases which were negative for worms in the intestine at autopsy four days after the

treatment were considered to be cured.

The percentage reduction of worms by the treatment was 71.4 % in Group I, 69.2 % in

Group II, 36.6 % in Group III, 65.7 % in Group IV, 100 % in Group V, 99.6 % in Group VI,

100 % in Group VII and 99.4 % in Group VIII, respectively.

By the way, pyrantel pamoate did not show a specific action against larval worms of

Syphacia obvelata.

Secondly, 142 mice infected with Aspiculuris tetraptera were divided into twelve groups

as in the case of Syphacia obvelata.

The percentage reduction of worms by the treatment was 93.6 % in Group I, 86.2 % in

Group II, 82.4 % in Group III, 89.3 % in Group IV, 100 % in Group V, 99.2 % in Group VI,

84.6 % in Group VII and 71.7 % in Group VIII, respectively.

In passing, pyrantel pamoate did not show a specific action against immature forms of

Aspiculuris tetraptera. The adult forms of Aspiculuris tetraptera were not so sensitive to

pyrvinium pamoate as to pyrantel pamoate.




